
項 ⽬ 内 容

名称 ラベンダー、スパイクラベンダー、フランスラベンダー [ 英 ]Common  

lavender、English lavender、True lavender、broad-leaved lavender、spike  

lavender、French lavender、Spanish lavender [学名]Lavandula officinalis、

Lavandula angustifolia Mill. (＝L.angusitifolia, L. vera DC.) 、 Lavandula  

latifolia Medik、Lavandula stoechas L.

概要 ラベンダーは常緑の低⽊で、地中海沿岸、中東、インドに分布しているシソ科の植

物であり、交配種や栽培変種が多種存在する。芳⾹性

のハーブで、花、精油、抽出物が⾷⽤ (Lavandula  

angustifolia Mill.) または⾹料として⾹⽔、化粧品、

ポプリなどに⽤いられてきた。

法規・制度 ■⾷薬区分

・花︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材

料) 」に該当する。

■⾷品添加物

・既存添加物

⾹⾟料抽出物 (スパイス抽出物/⾹⾟料/スパイス)︓苦味料等

・天然⾹料基原物質リスト

ラベンダーが収載されている。



成分の特性・品質

主な成分・性質 ・精油成分は1.5％以下でリナロール (linalool) 、リナリルアセテート

(linalylacetate) 、ラベンジュリルアセテート、テルピネノール、シネオール

(cineol) 、カンファー (camphor) 、ボルネオール (borneol) 、ピネン (pinene)

、リモネン、ペリリルアルコール (perillyl alcohol) を含む。その他、タンニン、ク

マリン類 (クマリン、ウンベリフェロン (umbelliferone) など) 、フラボノイド、

トリテルペノイドが含まれる (23) (29) 。

分析法 -
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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